


作業を行う際、車両に傷が付かない様に保護フィルム等を貼り付けて作業を行って下さい。
リアエンブレムは再利用しますので剥離の際は変形させたり破損しない様に取り扱いには十分に注意
して下さい。
リアエンブレムを剥がす際にパーツクリーナー等ご使用の場合、液が垂れない様にご注意下さい。液
だれによる塗装落ちや液だれ痕等、弊社では一切の責任を負いかねますので予めご了承下さい。
リアエンブレムを市販のエンブレム剥がし等を使用しエンブレムの固定用ピンが車体に残らない様に
剥がします。
エンブレム裏面や車両エンブレム接着面の両面テープ跡の汚れ等を完全に取り除きます。
バックドア等の内張パネルを取り外します。
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車両に仮固定後、線の端末に同梱の白色4ピンメスコネクタを接続します。
この時、1番に黄線、2番に赤線、3番に白線、4番に黒線を挿入して下さい。
挿入後は点灯制御ユニット側の白色4ピンオスコネクタに接続して下さい。
接続後、線色が同色ペアになるピン位置である事を確認して下さい。
線色が間違っている場合、正常に点灯しませんのでご注意下さい。
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※

点灯制御ユニットのアース線（黒線）を車両ボディーアースに接続します。

以上で配線は終了ですが、エンブレムの固定及びパネルを元に戻す前に点灯テストを行います。
スモールランプを点灯させエンブレムベースが点灯する事を確認し、又点灯制御ユニットの切替
スイッチを押す度に色が変化（5 色：ブルー・オーシャンブルー・グリーン・ピンク・パープル・
OFF）する事も確認します。確認後はスモールランプを消灯して下さい。

仮固定しているエンブレムを剥がし、ハーネスを完全に車内に引き込んだ後エンブレムベース裏
面の両面テープで確実に固定します。
外したパネル等を元に戻し、点灯制御ユニットをバックドアのパネル（切替スイッチの操作が容
易に行え、差し支えの無い場所）に仮固定します。
バックドア等に挟み込まない様にご注意下さい。

再度、スモールランプを点灯させエンブレムベースの点灯テストを上記同様に行います。
確認後、発光色を変更する場合は点灯制御ユニットの切替スイッチを押して任意の色に変更し、
点灯制御ユニットを確実に固定して下さい。以上で取り付けは終了です。
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⑥

点灯制御ユニットのスモールランプ信号入力線（赤線）をライセンスプレートランプ又は、テー
ルランプ等スモールランプ点灯時に0V→+12Vの電圧変化する線に接続します。
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※●印部分は結線後、必ず絶縁処理を行って下さい。
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製品概要

取り外し作業

同梱のエンブレムベースにカッティングシートを位置を間違えない様に慎重に貼り付けます。
カッティングシートはお客様とご相談の上、お好みの色をご使用下さい。
エンブレムの固定用ピンを根元から切断し同梱の両面テープを使用しエンブレムベースに貼り付け
ます。
エンブレムベースから出ているハーネスを車両エンブレムの固定用ピンの穴に通します。この時、
線が切れない様に注意し1本ずつ通して下さい。
穴が無い場合は穴開け加工を行い、加工後は防錆処理を行って下さい。
ハーネスを完全に車内に引き込んだ後、マスキングテープ等を使用し車両に仮固定します。
エンブレムベース裏面の両面テープは非常に強力ですので右記配線後の点灯テストを行うまでは車
両に貼り付けないで下さい。
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